
書

評

正
本
忍
著

『
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
統
治
構
造
再
考

│
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
に
見
る
治
安
、
裁
判
、
官
僚
制
│
』

大

森

弘

喜

フ
ラ
ン
ス
の
美
術
館
に
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
祭
壇
画
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
や
受
胎
告
知
な
ど
聖
書
に
ち
な
む
ス
ト
ー

リ
ー
性
に
富
む
題
材
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
書
を
読
ん
だ
私
の
印
象
は
こ
れ
に
類
し
た
も
の
で
、
ル
ー
ア
ン
に
あ
る
美
術
館
に
入
っ

て
、「
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
」
と
題
さ
れ
た
大
き
な
タ
ブ
ロ
ー
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
画
面
右
上
に
は
、

ル
イ
一
五
世
と
陸
軍
卿
ル
・
ブ
ラ
ン
が
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
将
校
や
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
役
人
に
親
任
状
を
渡
し
て
い
る
、
そ
の
左
下
で

は
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
隊
員
が
馬
に
騎
乗
し
て
整
然
と
並
ん
で
い
て
、
今
ま
さ
に
管
轄
区
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
か
け
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
筆
致
は
ま
る
で
細
密
画
の
よ
う
で
あ
り
、
人
物
の
相
貌
や
着
衣
、
背
景
の
建
物
や
木
々
ま
で
、
ま
さ
に
微
に
入
り
細
を

穿
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
と
に
隊
員
の
描
写
は
精
緻
を
極
め
て
お
り
、
顔
つ
き
、
背
格
好
、
年
恰
好
が
分
る
ほ
ど
で
あ
る
。
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古
参
兵
も
い
れ
ば
元
気
溌
溂
の
若
者
の
顔
も
見
え
る
。

だ
が
、
絵
は
そ
こ
で
中
断
さ
れ
て
お
り
、
画
面
中
央
か
ら
下
半
分
は
真
っ
白
な
画
布
そ
の
儘
で
あ
る
。
私
が
想
像
す
る
に
は
、
そ

こ
に
は
、
王
国
街
道
を
行
き
か
う
乞
食
や
流
民
、
行
商
人
、
塩
な
ど
の
密
輸
人
、
旅
芸
人
と
、
そ
し
て
こ
れ
を
騎
馬
警
察
隊
が
見
張

り
、
怪
し
い
者
を
尋
問
し
、
捉
え
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
筈
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
右
手
に
は
捉
え
た
「
悪
人
」
を
連
行
し
、
駐
屯

地
で
裁
判
に
か
け
、
判
決
を
言
い
渡
す
と
こ
ろ
や
、
最
寄
り
の
都
市
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
な
ど
に
連
行
す
る
様
子
が
描
か
れ

る
筈
で
は
な
か
っ
た
か
。

Ⅰ
本
論
に
入
る
前
に
型
通
り
、
本
書
の
構
成
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
論

フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
と
マ
レ
シ
ョ
ー
セ

第
一
部

組
織

第
一
章

一
七
二
〇
年
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
改
革

第
二
章

新
生
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
領
域
的
編
成

第
三
章

新
生
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
揺
籃
期
（
一
七
二
〇
-二
一
年
）

第
二
部

成
員

第
四
章

将
校

第
五
章

プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
役
人
│
陪
席
裁
判
官
、
国
王
検
事
を
中
心
に
│

『フランス絶対王政の統治構造再考』
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第
六
章

隊
員
採
用
の
条
件
と
手
続
き

第
七
章

隊
員
採
用
の
実
態
│
年
齢
、
身
長
、
軍
隊
経
験

第
八
章

在
職
期
間
に
見
る
隊
員
の
人
事
管
理

第
九
章

退
職
に
見
る
隊
員
の
人
事
管
理

第
一
〇
章

異
動
に
見
る
隊
員
の
人
事
管
理

結
論

王
権
に
よ
る
統
治
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
改
革
の
意
義

あ
と
が
き
・
註
・
史
料
・
参
考
文
献
な
ど
。

こ
の
目
次
を
一
瞥
し
て
、
多
く
の
読
者
は
す
ぐ
に
「
お
や
っ
」
と
思
う
の
で
は
な
い
か
。
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
「
組
織
」
と
「
成

員
」
は
あ
る
が
、「
活
動
」
と
い
う
項
目
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
だ
。「
マ
レ
シ
ョ
ー
セ

(1
)」
は
、
一
六
世
紀
初
め
フ
ラ

ン
ソ
ワ
一
世
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
騎
馬
警
察
隊
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
全
貌
を
記
述
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
組
織
や
成
員
だ
け
で

な
く
、
そ
の
活
動
実
態
の
記
述
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
し
、
私
が
後
段
に
記
す
理
由
か
ら
本
書
に
期
待
し
た
の
も
そ
れ
だ
っ
た
。
冒
頭

に
記
し
た
、
大
き
な
タ
ブ
ロ
ー
の
中
央
部
分
か
ら
下
半
分
は
画
布
の
儘
だ
、
と
云
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か

く
、
ま
ず
本
書
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
、
そ
の
後
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
い
。

(1
)

は
、
通
常
は
「
マ
レ
シ
ョ
セ
」
と
表
記
す
る
が
、
こ
こ
で
は
著
者
に
敬
意
を
払
っ
て
本
書
の
通
り
「
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
」

と
記
す
。
そ
の
訳
語
も
「
騎
馬
憲
兵
隊
」
や
「
騎
馬
警
邏
隊
」
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
同
じ
伝
で
「
騎
馬
警
察
隊
」
と
記
す
。
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序
論
「
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
と
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
」
で
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
治
安
状
況
改
善
が

祖
述
さ
れ
る
。
ル
イ
一
四
世
は
一
六
六
七
年
パ
リ
に
治
安
総
代
理
官
（
パ
リ
警
視
庁
の
前
身
）
を
創
設
し
、
パ
リ
の
治
安
状
況
を
飛

躍
的
に
改
善
さ
せ
、
こ
の
手
法
を
地
方
都
市
に
導
入
さ
せ
た
が
、
地
方
都
市
の
治
安
代
理
官
は
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。
ア
ン
シ

ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
も
う
一
つ
の
治
安
部
隊
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
、
騎
馬
警
察
隊
で
あ
る
。
マ
レ

シ
ョ
ー
セ
は
、
元
は
例
え
ば
脱
走
兵
な
ど
、
軍
人
の
犯
罪
を
裁
く
も
の
だ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
治
世
に
一
般
人
に
も
対
象

を
拡
大
し
、
犯
罪
者
を
国
王
の
臨
時
裁
判
所
で
裁
く
た
め
に
創
ら
れ
た
。
だ
が
一
七
二
〇
年
の
改
革
以
前
の
そ
れ
は
、
地
方
都
市
の

時
々
の
必
要
に
応
じ
て
創
ら
れ
た
も
の
で
、
組
織
は
統
一
さ
れ
ず
、
十
分
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
全
面
的
に
改
組
再
編

し
た
の
が
、
ル
イ
一
五
世
と
陸
軍
卿
ル
・
ブ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

著
者
は
改
革
の
要
点
を
五
つ
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
略
言
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
管
区
を
総
徴
税
管
区

、
も
し
く
は
地
方
長
官
管
轄
区

に
統
一
し
、
こ
れ
を
ひ
と
り
の
統
括
官
（
統
括
プ
レ
ヴ
ォ
）
が
指
揮
す
る
中

隊
を
置
く
。
中
隊
を
監
督
し
命
令
す
る
の
は
、
陸
軍
卿
と
地
方
長
官
で
あ
る
。
統
括
プ
レ
ヴ
ォ
と
将
校
は
、
従
来
通
り
「
保
有
官
僚

（
官
職
保
有
者
）

」
の
ま
ま
だ
が
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
役
人
と
憲
兵
隊
員
は
「
親
任
官
僚

」
と
し
、
国
王
直
属
の

配
下
と
す
る
。
憲
兵
隊

は
一
組
五
名
か
ら
成
る
班
を
組
織
し
、
主
に
王
国
街
道
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
治
安
を
脅
か
す
者
を

捕
ら
え
、
逮
捕
し
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
で
裁
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
著
者
は
研
究
史
を
概
観
す
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
は
法
制
史
な
ど
の
関
心
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
研

究
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
「
軍
隊
の
社
会
史
」
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
、
さ
ら
に
七
〇
年
代
に
は
い
わ
ゆ
る
「
マ
ル
ジ
ノ
ー

」
│
社
会
の
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
た
人
々
│
へ
の
関
心
か
ら
も
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『フランス絶対王政の統治構造再考』

─185( 4 )─



私
も
こ
の
観
点
か
ら
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
た
乞
食
、
流
民
な
ど
の
実
態
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い

る
。「
マ
ル
ジ
ノ
ー
」
と
蔑
ん
で
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
か
、
私
は
常
々
疑
問
を
覚
え
て
い
る
。
王
国
街
道
を

放
浪
し
、
物
乞
い
し
、
時
に
農
作
物
を
盗
ん
だ
り
す
る
貧
民
は
、
特
別
悪
い
人
間
で
は
な
く
、
多
く
は
食
う
に
困
っ
て
物
乞
い
し
、

救
貧
と
就
労
の
機
会
の
多
い
都
市
へ
移
動
す
る
下
層
農
民
な
ど
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
か
ら
だ
。

話
題
を
も
と
に
戻
す
と
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
研
究
の
新
し
い
潮
流
は
社
会
史
に
大
き
く
傾
斜
し
た
ら
し
く
、
犯
罪
行
為
と
の
関
連
か

ら
の
も
の
や
、
中
級
役
人
の
形
成
と
い
っ
た
視
点
か
ら
も
研
究
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
農
村
社
会
史
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
観

点
か
ら
の
研
究
が
、
ギ
ュ
ト
ン
な
ど
に
よ
り
始
ま
っ
た
、
と
著
者
は
纏
め
て
い
る
。

次
い
で
「
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
研
究
の
射
程
」
が
、
国
王
裁
判
所
、
国
家
警
察
、
地
方
統
治
、
官
僚
制
に
も
及
ぶ
こ
と
が
縷
々
述
べ
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
実
は
本
文
で
も
何
度
も
主
張
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、
内
容
紹
介
の
際
に
言
及
し
よ
う
。

本
書
の
対
象
は
「
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
焦
点
を
定
め
た
理
由
は
、
こ
の
地
方
の
当

該
研
究
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
地
政
学
的
重
要
性
だ
と
し
て
い
る
。（
後
述
）

Ⅱ
本
文
の
内
容
紹
介
に
移
ろ
う
。
第
一
章
「
一
七
二
〇
年
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
改
革
」
は
、
本
書
の
中
枢
を
な
す
部
分
な
の
で
、
少
し

丁
寧
に
紹
介
す
る
。

一
八
世
紀
初
頭
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
は
、
厳
し
い
冬
の
寒
さ
に
よ
る
凶
作
と
飢
え
で
大
量
の
農
民
が
死
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会

事
情
は
大
量
の
食
糧
難
民
を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
辺
り
の
本
書
の
叙
述
は
薄
い
。
一
七
一
八
年
に
陸
軍
卿
に
就
任
し
た
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ル
・
ブ
ラ
ン
は
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
改
革
に
乗
り
出
す
の
だ
が
、
著
者
は
旧
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
職
務
怠
慢
と
機
能
不
全
が
改
革
を
促
し
た

と
述
べ
る
。
そ
こ
で
ル
・
ブ
ラ
ン
は
旧
組
織
を
解
体
し
、
ラ
ン
ト
公
債
に
よ
っ
て
成
員
の
「
官
職
買
戻
し
」
を
実
現
し
、
将
校
を
除

く
成
員
を
、
国
王
が
任
命
権
と
免
職
権
を
も
つ
親
任
官
僚
に
代
え
た
の
で
あ
る
。
官
職
の
売
買
と
世
襲
な
ど
売
官
制
の
弊
害
は
夙
に

叫
ば
れ
な
が
ら
、
容
易
に
実
現
で
き
な
い
王
権
の
課
題
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
風
穴
が
開
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
不
統
一
だ
っ
た
管
轄
は
、
地
方
長
官
が
治
め
る
総
徴
税
管
区
に
統
一
さ
れ
、
そ
こ
に
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
中
隊
を
配
置
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
う
し
て
指
揮
命
令
系
統
が
、
国
王
＝
陸
軍
卿
│
地
方
長
官
│
統
括
プ
レ
ヴ
ォ
と
い
う
具
合
に
整
っ
た
。
中
隊
は
主
要
都

市
に
置
か
れ
│
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
で
は
ル
ー
ア
ン
と
コ
ー
ド
ベ
ッ
ク
│
そ
こ
に
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
も
設
け

ら
れ
た
。
騎
馬
警
察
隊
は
班
長
と
憲
兵
四
人
の
計
五
名
で
構
成
さ
れ
、
王
国
街
道
と
そ
の
両
側
四
〜
五
里
ほ
ど
の
一
帯
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
、
乞
食
・
流
民
・
塩
や
タ
バ
コ
の
密
輸
人
な
ど
を
取
り
締
ま
り
、
不
審
者
を
逮
捕
す
る
権
限
を
も
っ
た
。
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
は
二
〇
班
、
一
〇
〇
名
の
憲
兵
が
こ
の
任
務
に
当
た
っ
た
。
隊
員
は
農
村
で
は
な
く
任
地
の
都
市
に
居
住
す

る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
全
国
に
実
に
五
〇
〇
余
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
駐
屯
地
が
配
置
さ
れ
、
三
千
人
以
上
の
憲
兵
と
プ
レ

ヴ
ォ
裁
判
役
人
が
働
く
治
安
維
持
の
組
織
網
が
創
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
改
革
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
一
つ
は
地
方
総
督
か
ら
地
方
長
官
へ
の
権
限
移
行
が
果
た
さ
れ
て
、

国
王
権
力
が
地
方
行
政
に
浸
透
し
た
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
、
軍
事
行
政
が
大
貴
族
や
職
業
軍
人
か
ら
陸
軍
卿
な
ど
文
官
の
手
に
移

行
し
て
い
た
こ
と
が
作
用
し
て
い
る
と
い
う
。
加
え
て
、
官
職
買
戻
し
が
正
貨
で
な
く
、
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
王
立
銀
行
の
銀
行

券
に
よ
る
償
還
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。

こ
れ
が
本
書
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
り
、
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
詳
細
な
実
証
で
あ
る
。
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第
二
章
「
新
生
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
領
域
的
編
成
」
で
は
、
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
地
理
的
・
政
治
的
・
経
済
的
要
因
を
踏
ま

え
た
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
駐
屯
地
の
配
置
が
事
細
か
に
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
地
は
大
西
洋
と
首
都
パ
リ
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
ま

た
、
塩
税
免
除
の
地
域
と
逆
に
塩
税
が
高
率
な
地
方
と
も
隣
接
し
て
い
た
た
め
に
、
塩
の
密
輸
が
横
行
し
て
い
た
と
い
う
。
駐
屯
地

は
こ
れ
ら
を
加
味
し
て
、
二
つ
の
副
官
区
に
分
け
て
、
幹
線
道
路
に
位
置
す
る
都
市
に
二
〇
箇
所
が
選
定
さ
れ
、
そ
こ
に
班
が
配
置

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
「
線
と
面
」
の
治
安
維
持
網
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
。

第
三
章
で
は
「
新
生
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
揺
籃
期
」
の
様
子
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
他
の
章
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
。

成
員
の
徴
募
で
は
急
ぎ
将
校
の
人
選
が
な
さ
れ
、
次
い
で
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
役
人
の
顔
ぶ
れ
が
き
ま
り
、
最
後
に
隊
員
の
徴
募
が
な
さ

れ
た
。
こ
れ
は
第
二
部
の
内
容
の
概
略
で
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
。

本
章
に
だ
け
語
ら
れ
て
い
る
記
事
で
面
白
い
の
は
、
成
員
の
報
酬
で
あ
る
。（
表
3
-6
）
統
括
プ
レ
ヴ
ォ
は
官
職
報
酬
一
二
〇
〇

リ
ー
ヴ
ル
と
俸
給
二
八
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
計
四
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
が
支
払
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
勿
論
別
格
で
あ
る
。
副
官
は
官
職
報

酬
四
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
と
俸
給
一
〇
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
計
一
五
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
が
支
払
わ
れ
る
。
班
を
構
成
す
る
上
級
班
長
は
俸
給
七

〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
班
長
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
班
長
補
佐
五
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
、
憲
兵
五
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
俸

給
水
準
は
概
し
て
高
い
と
い
う
。
こ
れ
に
比
し
て
陪
席
裁
判
官
や
国
王
検
事
、
書
記
官
ら
は
三
〇
〇
〜
三
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
で
、
概
し

て
低
額
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
隊
員
は
副
業
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
他
方
、
陪
席
裁
判
官
は
国
王
の
中
級
・
下
級
裁

判
所
と
兼
職
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
俸
給
な
ど
は
四
つ
の
総
徴
税
管
区
か
ら
徴
収
さ
れ
た
タ
イ
ユ
税
が
当
て
ら
れ

た
。も

う
一
つ
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
隊
員
に
は
通
常
業
務
の
ほ
か
に
、
特
別
任
務
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
興
味
を
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惹
か
れ
た
の
は
、「
囚
人
・
物
乞
い
・
脱
走
兵
の
駐
屯
地
か
ら
の
遠
距
離
護
送
」
で
あ
る
。
王
令
で
は
捕
え
た
乞
食
や
流
民
は
最
寄

り
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
連
行
さ
れ
、
収
容
さ
れ
る
筈
だ
っ
た
が
、
囚
人
や
脱
走
兵
は
、
管
轄
区
の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
に
護

送
さ
れ
て
裁
判
に
付
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
辺
り
の
扱
い
の
違
い
は
も
う
少
し
丁
寧
な
説
明
が
欲
し
い
。

以
上
が
第
一
部
「
組
織
」
の
概
要
で
あ
る
。
新
生
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
機
構
が
ど
ん
な
も
の
か
は
ほ
ぼ
諒
解
で
き
た
が
、
こ
の
部
分

で
の
疑
問
は
、
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
広
大
な
領
域
の
治
安
を
、
二
〇
班
、
一
〇
〇
名
程
度
の
騎
馬
警
察
隊
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

維
持
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
現
在
の
セ
ー
ヌ
・
マ
リ
テ
ィ
ー
ム
県
と
ウ
ー
ル
県
の
北
部
を
包
摂
す
る
が
、
セ
ー
ヌ
・
マ
リ
テ
ィ
ー
ム
県
だ
け
で
も

面
積
は
六
三
四
一
平
方
キ
ロ
、
こ
れ
は
現
在
の
東
京
都
の
面
積
の
約
三
倍
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
憲
兵
班
は
「
線
」
つ
ま
り
幹

線
道
路
だ
け
で
は
な
く
、「
面
」
即
ち
田
園
地
帯
な
ど
も
巡
回
す
る
と
云
う
。
こ
れ
を
同
時
代
の
江
戸
に
置
き
換
え
て
想
像
し
て
み

よ
う
。
一
八
世
紀
の
江
戸
の
町
場
と
郊
外
の
治
安
を
二
な
い
し
三
つ
の
憲
兵
班
が
受
け
持
つ
と
、
ど
う
な
る
か
。
駐
屯
地
は
小
伝
馬

町
か
日
本
橋
辺
り
に
置
か
れ
る
と
し
よ
う
。
巡
回
区
域
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。
第
一
班
は
東
海
道
を
品
川
宿
辺
り
ま
で
、
大

山
街
道
は
狛
江
辺
り
ま
で
を
受
け
持
つ
。
第
二
班
は
甲
州
街
道
を
八
王
子
辺
り
ま
で
を
担
当
す
る
。
第
三
班
は
水
戸
街
道
を
松
戸
辺

り
ま
で
、
日
光
街
道
を
草
加
辺
り
ま
で
受
け
持
つ
。
さ
ら
に
中
仙
道
は
板
橋
辺
り
ま
で
を
担
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
憲
兵
隊
は
、

馬
に
騎
乗
し
て
時
速
五
キ
ロ
程
度
で
、
辺
り
を
見
回
し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。
だ
か
ら
、
第

三
班
を
例
に
取
れ
ば
、
日
本
橋
か
ら
八
王
子
ま
で
の
巡
察
で
日
帰
り
は
無
理
で
あ
る
。
一
つ
の
幹
線
道
路
で
も
端
か
ら
端
ま
で
の
巡

察
は
、
一
週
間
程
度
は
か
か
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
で
「
放
浪
す
る
悪
人
」
を
発
見
す
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
著
者
が
云
う
よ
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う
に
、「
制
服
を
着
た
立
派
な
体
格
の
騎
馬
警
察
隊
が
姿
を
見
せ
る
こ
と
だ
け
で
、
住
民
に
安
心
感
を
与
え
る
」、
つ
ま
り
住
民
へ
の

安
心
と
犯
罪
人
へ
の
警
告
と
い
っ
た
効
果
く
ら
い
し
か
期
待
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
に
か
く
活
動
の
実
態
が
知
り
た
い
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
は
最
後
に
も
う
一
度
検
討
す
る
。

Ⅲ
第
二
部
は
成
員
の
実
証
研
究
で
あ
る
が
、
余
り
に
も
詳
細
す
ぎ
る
の
で
要
点
の
み
を
紹
介
す
る
。

第
四
章
は
「
将
校

」
を
扱
う
。
そ
の
職
務
は
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
を
執
行
し
、
中
隊
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
自
ら
赴
任
地

を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
な
い
。
裁
判
管
轄
権
は
上
座
裁
判
所
に
あ
る
の
で
、
管
轄
裁
判
に
は
参
加
で
き
な
い
。
将
校
は
も
と
も

と
貴
族
な
ど
地
方
名
士
出
身
の
軍
人
で
あ
り
、
司
法
に
は
疎
い
。
そ
れ
で
実
際
の
裁
判
で
は
、
国
王
の
中
・
下
級
裁
判
所
の
法
曹
の

協
力
を
得
な
け
れ
ば
執
行
で
き
な
い
と
い
う
。
将
校
職
は
一
七
二
〇
年
の
組
織
改
革
で
も
保
有
官
僚
の
儘
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
彼
ら

は
そ
の
職
を
金
銭
で
売
買
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
購
入
す
る
場
合
は
国
王
に
「
官
職
権
利
金
」
を
払
い
、
官
職
委
任
状
を
交

付
し
て
貰
い
、
所
属
す
る
団
体
に
登
録
す
る
。
こ
れ
で
か
れ
は
国
王
か
ら
は
罷
免
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
そ
の
職
は
父
子
や
兄

弟
で
世
襲
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
際
に
は
国
王
の
親
任
状
が
必
要
に
な
る
と
い
う
。

将
校
の
主
た
る
任
務
は
裁
判
よ
り
も
中
隊
の
管
理
で
あ
る
。
か
れ
は
隊
員
の
実
質
的
な
任
命
権
を
も
っ
て
い
た
。
定
期
的
に
行
わ

れ
る
「
閲
兵
」
と
い
う
儀
式
で
、
隊
員
の
騎
乗
馬
や
武
器
な
ど
の
装
備
、
勤
務
状
態
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
著
者
は
、
将
校
に
つ

い
て
は
売
官
制
の
弊
害
が
残
存
し
た
こ
と
が
一
七
二
〇
年
改
革
の
限
界
だ
っ
た
と
締
め
く
く
る
。

第
五
章
で
は
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
役
人
の
陪
席
裁
判
官
と
国
王
検
事
が
考
察
さ
れ
る
。
一
六
七
〇
年
の
刑
事
王
令
は
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判

成城・経済研究 第 233 号（2021 年 7 月）

─180( 9 )─



に
は
陪
席
裁
判
官
が
立
ち
会
う
こ
と
な
ど
、
訴
訟
手
続
き
を
詳
細
に
定
め
た
が
、
一
七
二
〇
年
の
改
革
で
は
、
陪
席
裁
判
官
や
国
王

検
事
職
は
専
ら
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
の
補
佐
と
監
視
に
限
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
本
籍
は
上
座
裁
判
所
に
お
き
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
役

人
を
兼
職
し
た
の
で
あ
る
。
改
革
の
趣
旨
は
こ
の
兼
職
を
国
王
が
親
任
官
僚
と
し
て
己
の
配
下
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
そ

の
採
用
手
続
き
が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
が
割
愛
す
る
。
要
は
、
地
方
の
法
曹
界
の
エ
リ
ー
ト
や
有
力
貴
族
の
推
薦
を
も
と
に
人

選
が
な
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
上
か
ら
陸
軍
卿
や
地
方
長
官
の
意
向
で
決
ま
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
著
者
の
関
心
は
、

王
権
の
統
治
が
裁
判
官
人
事
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
ゆ
く
の
か
で
あ
り
、
実
際
の
裁
判
例
に
は
な
い
よ
う
だ
。
幹
線
道
路

で
逮
捕
さ
れ
た
犯
罪
者
や
乞
食
・
流
民
は
、
ど
の
よ
う
に
裁
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
判
決
を
受
け
た
か
、
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ

で
も
組
織
の
仕
組
み
や
人
事
な
ど
が
主
た
る
叙
述
内
容
で
あ
り
、
実
態
の
解
明
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

前
述
し
た
将
校
の
職
務
や
陪
席
裁
判
官
な
ど
の
職
務
な
ど
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
な
る
組
織
は
、
裁
判
機
能
よ
り

も
警
察
機
能
を
重
視
し
て
い
た
と
云
え
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
、
つ
ま
り
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
軍
隊
化
は
一
八
世
紀
末
に
顕
著
に
な
る

ら
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
大
革
命
を
経
て
現
在
ま
で
、
騎
馬
憲
兵
隊
と
し
て
生
き
抜
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
六
章
か
ら
一
〇
章
ま
で
は
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
隊
員
の
採
用
条
件
と
そ
の
実
態
、
そ
し
て
そ
の
在
職
期
間
・
退
職
・
異
動
か
ら
見

た
人
事
管
理
が
縷
々
述
べ
ら
れ
る
が
、
別
立
て
す
る
ほ
ど
の
内
容
で
は
な
い
の
で
一
括
し
て
眺
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

隊
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
こ
の
改
革
で
も
特
段
の
規
定
は
設
け
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
旧
来
の
慣
習
に
則
っ
て
な
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
国
王
軍
で
の
軍
務
経
験
が
あ
り
、
騎
乗
馬
を
自
弁
で
き
る
資
力
を
も
つ
者
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。
騎
乗
馬
は
、
彼
ら
の
俸
給

よ
り
は
安
い
が
、
三
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
程
度
の
価
格
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
成
程
自
弁
す
る
の
は
大
変
か
も
知
れ
ず
、
実
際
馬
を
調
達
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で
き
ず
に
辞
職
す
る
者
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
但
し
、
携
行
す
る
武
具
は
槍
か
、
火
縄
銃
な
ど
の
火
器
か
、
そ
れ
も
隊
員
が
用
意
し
た

の
か
は
本
書
に
な
ん
の
記
述
も
な
い
。「
な
ら
ず
者
」
を
一
体
ど
う
や
っ
て
捕
縛
・
逮
捕
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
興
味
が
あ
る
。

隊
員
徴
募
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
を
示
す
資
料
は
な
い
と
い
う
が
、
著
者
は
関
連
文
書
を
丁
寧
に
読
み
込
ん
で
、
多
く
は
有

力
者
の
推
薦
で
候
補
者
が
絞
ら
れ
、
人
物
調
査
が
な
さ
れ
て
「
良
し
」
と
さ
れ
た
者
が
、
陸
軍
卿
の
裁
可
を
得
て
、
国
王
親
任
状
が

交
付
さ
れ
て
採
用
の
運
び
と
な
っ
た
と
い
う
。

第
七
章
は
採
用
さ
れ
た
隊
員
の
実
態
分
析
で
あ
る
。
一
七
六
〇
年
の
王
令
で
採
用
条
件
が
厳
格
に
な
り
、
年
齢
、
身
長
、
軍
務
経

験
な
ど
が
詳
細
に
定
め
ら
れ
た
が
、
著
者
が
対
象
と
し
て
い
る
一
七
二
〇
年
か
ら
五
〇
年
頃
も
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な
く
と
も
同
様

の
採
用
基
準
が
あ
っ
た
と
い
う
。
著
者
は
成
員
名
簿
か
ら
、
こ
の
時
期
に
採
用
さ
れ
た
隊
員
の
う
ち
情
報
が
得
ら
れ
る
三
六
一
名
の

年
齢
や
身
長
、
軍
務
経
験
を
収
集
し
、
整
理
分
析
し
て
以
下
の
如
く
結
論
づ
け
て
い
る
。

年
齢
で
は
一
九
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
最
多
は
二
六
歳
か
ら
四
〇
歳
の
群
で
あ
り
、
平
均
は
三
四
歳
で
あ

る
こ
と
、
揺
籃
期
は
古
参
憲
兵
が
多
か
っ
た
が
、
漸
次
若
返
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
新
生
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
初
期
に
は
こ
れ

ら
古
参
憲
兵
が
若
手
を
指
導
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。

身
長
は
一
七
六
〇
年
の
王
令
で
は
明
確
に
五
ピ
エ
四
プ
ー
ス
（
一
七
三
㎝
）
以
上
と
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
四
〇
年
前
か
ら

ほ
ぼ
こ
の
水
準
で
採
用
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
身
長
が
判
明
す
る
隊
員
二
七
七
名
の
平
均
身
長
は
、
五
ピ
エ
四
・
八
プ
ー
ス
＝

一
七
五
・
四
㎝
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
か
な
り
厳
し
い
条
件
で
、
こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
も
の
は
人
口
の
僅
か
〇
・
二
％
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
。
一
七
二
〇
年
以
降
と
く
に
長
身
者
が
優
先
的
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
意
味
が
何
か
、
著
者
は
明
言
を

避
け
て
い
る
が
、
他
の
研
究
者
の
成
果
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
世
紀
末
に
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
が
扱
っ
た
被
疑
者
の
四
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八
％
が
、
身
長
五
ピ
エ
一
プ
ー
ス
〜
五
ピ
エ
五
プ
ー
ス
の
大
柄
な
者
だ
っ
た
と
。
つ
ま
り
、
被
疑
者
に
負
け
な
い
長
身
者
が
望
ま
れ

た
フ
シ
が
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。

軍
隊
経
験
は
規
定
と
し
て
明
記
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
改
革
以
前
か
ら
重
視
さ
れ
た
こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
改
革
後

は
漸
次
四
年
以
上
の
軍
務
経
験
を
も
つ
者
が
優
先
的
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
一
七
六
九
年
の
王
令
で
は
、
班
の
指

揮
官
は
一
二
年
間
、
憲
兵
は
八
年
間
の
軍
務
経
験
が
採
用
条
件
と
し
て
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
七
八
年
に
は
憲
兵
に
は
一
六
年
間
も
の

軍
務
経
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
「
軍
隊
化
」
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
長
期
の
軍
務
経
験
が
必
要
に
な
っ
た
の
か
、
著
者
は
語
ら
な
い
が
、
私
に
は
き
わ
め
て
暗
示
的
に
思
え
る
。
フ

ロ
ン
ド
の
乱
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
山
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
や
義
賊
マ
ン
ド
ラ
ン
の
如
き
目
立
っ
た
叛
乱
で
は
な
く
、
社
会
の
土
台

部
分
が
静
か
に
崩
れ
落
ち
て
ゆ
く
こ
と
へ
の
統
治
の
側
の
対
応
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
農
村
か
ら
溢
れ
出
た
貧
民
の
群
れ
は
、
地
方

都
市
へ
、
あ
る
い
は
パ
リ
へ
救
済
を
求
め
て
大
挙
移
動
し
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
章
で
は
隊
員
の
在
職
期
間
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
平
均
は
八
四
ケ
月
お
よ
そ
七
年
で
あ
る
。
勤
務
年
限
の
短
い
者
に
は
、
素
行

上
問
題
が
あ
り
と
さ
れ
た
者
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
事
前
の
人
物
調
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
著
者
は
云
う
。
王
権
は
採
用
と

免
職
に
は
強
い
関
心
を
示
す
が
、
在
職
期
間
や
退
職
年
齢
＝
定
年
に
は
関
心
が
な
い
。

第
九
章
で
は
、
王
権
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
改
革
の
狙
い
は
、
親
任
官
僚
制
の
導
入
で
あ
り
、
国
王
が
隊
員
の
免
職
権
を
掌
握
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
退
職
事
由
の
解
明
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
、
統
括
プ
レ
ヴ
ォ
が
隊
員
の
任
命
権
を

握
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
一
般
的
に
云
っ
て
も
、
保
有
官
僚
は
国
王
に
よ
っ
て
も
罷
免
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
一
七
一
八
年

に
軍
事
評
議
会
が
廃
止
さ
れ
、
陸
軍
卿
の
職
が
復
活
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
ル
・
ブ
ラ
ン
が
こ
れ
に
就
任
し
た
。
か
れ
は
国
王
の
意
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を
受
け
て
隊
員
を
親
任
官
僚
と
す
る
こ
と
で
、「
不
適
格
隊
員
」
を
免
職
と
す
る
権
限
を
、
プ
レ
ヴ
ォ
の
手
か
ら
奪
い
自
ら
に
留
保

し
た
の
で
あ
る
。

で
は
「
不
適
格
者
」
は
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
来
な
ら
警
邏
日
誌
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
憲
兵
の
活
動
状

態
が
把
握
で
き
る
の
だ
が
、
こ
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
ら
し
い
。
ま
た
定
期
的
に
行
わ
れ
る
閲
兵
儀
式
に
は
、
地
方

長
官
補
佐
も
立
ち
会
う
の
で
、
そ
の
記
録
が
あ
る
筈
だ
が
、
そ
れ
も
残
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。
そ
こ
で
著
者
は
一
七
六
〇
年
以
前
に

退
職
し
た
隊
員
九
〇
名
の
成
員
名
簿
を
丹
念
に
読
み
込
ん
で
、
退
職
の
原
因
・
理
由
を
四
つ
に
分
類
し
た
。

①
犯
罪
と
見
な
さ
れ
る
不
祥
事
に
関
与
し
た
事
由
：
暴
力
沙
汰
、
窃
盗
、
瀆
職
（
公
金
横
領
な
ど
）、
犯
人
や
脱
走
兵
の
逃
亡
幇
助
、

塩
や
タ
バ
コ
の
密
輸
に
関
わ
っ
た
こ
と
な
ど
。

②
不
服
従
、
装
備
の
不
備
、
職
場
放
棄
し
た
な
ど
の
事
由
：
上
官
を
誹
謗
中
傷
し
た
、
騎
乗
馬
を
調
達
で
き
な
か
っ
た
、
赴
任
地
に

行
か
ず
、
職
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
な
ど
。

③
勤
務
態
度
や
生
活
態
度
不
良
な
ど
の
事
由
：
飲
酒
癖
が
最
も
多
い
。

④
身
体
的
な
理
由
：
身
体
障
碍
、
病
気
や
怪
我
、
高
齢
の
た
め
。

右
の
退
職
理
由
の
う
ち
、
①
か
ら
③
ま
で
が
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
隊
員
と
し
て
は
「
不
適
格
者
」
に
当
た
り
、
実
際
に
も
罷
免
さ
れ
た

と
い
う
。
著
者
は
、
不
適
格
者
の
一
定
の
存
在
を
認
め
た
う
え
で
、
こ
れ
を
「
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
管
理
不
行
き
届
き
だ
」
と
云
っ
て

否
定
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
速
や
か
に
排
除
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
点
を
認
め
る
べ
き
だ
と
云
う
。
こ
の
見
方
は
頷

け
る
。
ど
ん
な
組
織
に
も
、
ど
ん
な
に
厳
選
し
て
も
、
一
定
の
割
合
で
不
良
分
子
は
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
国
王
│

陸
軍
卿
│
地
方
長
官
│
（
将
校
）
│
隊
員
の
指
揮
命
令
系
統
が
出
来
上
が
っ
た
。
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第
一
〇
章
は
隊
員
の
転
任
・
昇
進
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
内
部
の
規
定
が
な
く
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
実
施
さ
れ
た
。
新
生
マ
レ
シ
ョ
ー

セ
移
行
か
ら
四
〇
年
間
で
、
五
〇
件
程
度
の
転
任
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。
現
代
の
感
覚
か
ら
見
れ
ば
、
極
め
て
僅
か
な
異
動
に
し

か
見
え
な
い
が
、
旧
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
で
は
皆
無
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
も
大
き
な
変
化
だ
と
著
者
は
云
う
。
転
任
は
隊
員
本
人
の
希

望
が
反
映
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
の
故
郷
か
、
妻
の
実
家
近
く
、
あ
る
い
は
終
の
棲
家
と
定
め
た
場
所
へ
の
異
動

が
多
か
っ
た
と
い
う
。
面
白
い
の
は
、
班
全
体
の
異
動
、
つ
ま
り
任
地
の
変
更
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
赴
任
先
が
か
な
り
の
遠
方
に
あ

っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
憲
兵
全
員
が
退
職
す
る
か
、
他
班
に
転
出
し
た
例
が
あ
る
こ
と
だ
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
一
般
に
「
定
住
性
が
高

い

」
と
云
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
好
例
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。

昇
進
に
つ
い
て
も
何
ら
規
定
は
な
い
。
特
別
の
理
由
が
な
い
限
り
、
年
功
に
よ
る
昇
進
が
慣
行
だ
っ
た
。
つ
ま
り
憲
兵
か
ら
班
長

補
佐
や
班
長
へ
の
昇
進
は
、
そ
の
ポ
ス
ト
が
空
け
ば
、
班
内
部
で
昇
進
す
る
か
、
他
班
に
転
出
し
て
昇
進
す
る
か
だ
が
、
著
者
の
調

査
で
は
そ
の
割
合
は
半
々
だ
っ
た
。
昇
進
に
は
プ
レ
ヴ
ォ
の
推
薦
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

以
上
が
本
文
の
概
要
で
あ
る
。
最
後
に
、「
王
権
に
よ
る
統
治
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
改
革
の
意
義
」
が
、
結
論
と

し
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
序
論
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。

Ⅳ
以
上
の
内
容
紹
介
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
書
の
問
題
関
心
や
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
著
者
は
我
が
国
の
フ
ラ
ン
ス
近
世
史
研

究
の
問
題
関
心
、
絶
対
王
政
が
い
か
に
し
て
統
治
権
力
を
集
中
し
た
か
、
を
共
有
し
て
、
こ
の
観
点
か
ら
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
研
究
を
手

が
け
た
。
そ
れ
は
本
書
の
タ
イ
ト
ル
『
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
統
治
構
造
再
考
』
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
七
二
〇
年
の
マ
レ
シ
ョ
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ー
セ
改
革
が
組
織
改
革
だ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
「
保
有
官
僚
」
が
将
校
=統
括
プ
レ
ヴ
ォ
を
除
い
て
、「
親
任
官
僚
」
に
変
え
ら

れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
王
権
の
意
向
が
陸
軍
卿
か
ら
地
方
長
官
を
経
て
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
統
括
プ
レ
ヴ
ォ
と
騎
馬
警
察
隊
に
真
っ

す
ぐ
に
貫
徹
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
納
得
で
き
る
。

た
だ
問
題
は
そ
の
先
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
七
二
〇
年
改
革
は
一
体
何
の
た
め
の
改
革
だ
っ
た
の
か
。
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
組
織
改
革
は
う
ま
く
「
機
能
」
し
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
役
割
は
、
王
国
街
道
に
お
け
る
浮
浪
す

る
乞
食
・
流
民
、
塩
や
タ
バ
コ
の
密
輸
人
、
犯
罪
者
の
取
り
締
ま
り
と
逮
捕
・
裁
判
で
あ
る
と
、
本
書
は
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
誠
に
残
念
な
が
ら
、
そ
の
役
割
を
ど
の
程
度
果
た
せ
た
の
か
、
実
態
が
全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
本
書
の
最
大

の
欠
落
で
あ
る
。

実
は
一
七
二
〇
年
改
革
の
後
、
一
七
二
四
年
に
ル
イ
一
五
世
は
乞
食
・
流
民
の
掃
討
と
そ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
「
閉

じ
込
め
」
策
を
打
ち
出
し
、
王
国
街
道
に
お
け
る
そ
の
逮
捕
・
連
行
を
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
に
託
し
、
そ
の
「
閉
じ
込
め
」
を
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
二
四
年
王
令
の
新
し
さ
は
、
一
六
五
六
年
の
ル
イ
一
四
世
の
王
令
の
不
首
尾
の
反
省
か

ら
、「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
乞
食

」
が
職
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
入
所

し
、
そ
こ
で
仕
事
を
得
る
べ
し
、
と
命
じ
、
さ
ら
に
「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
街
中
や
街
道
を
彷
徨

い
、
物
乞
い
を
し
て
い
れ
ば
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
や
警
邏
隊
に
捕
捉
・
連
行
さ
れ
、
重
い
罰
を
受
け
る
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
私
と
し
て
は
（
そ
し
て
多
く
の
読
者
も
恐
ら
く
）、
一
七
二
〇
年
改
革
と
二
四
年
王
令
の
実
施
が
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
機
動
性
を
も
つ
「
騎
馬
警
察
隊
」
が
、
王
国
街
道
を
彷
徨
う
乞
食
・
流
民
、
犯
罪
者
を
ど
の
程
度
捕

捉
し
た
の
か
、
王
国
の
治
安
を
確
保
で
き
た
の
か
が
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
研
究
の
要
諦
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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私
は
専
ら
民
衆
史
の
観
点
か
ら
二
四
年
王
令
の
施
行
状
態
を
探
っ
て
い
る
が
、
幾
つ
か
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
国
王
の
意

向
を
汲
ん
だ
地
方
長
官
の
熱
心
な
要
請
を
受
け
て
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
や
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
警
邏
が
捕
ら
え
た
乞
食
・
流
民
を

受
け
容
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
州
都
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
別
の
病
院
の
部
屋
を
借

り
上
げ
、
職
員
を
増
員
し
て
、「
身
体
壮
健
な
労
働
可
能
な
貧
民
」
を
収
容
し
て
い
る
。
同
じ
く
マ
コ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
も
、
相
当
数
の
「
よ
そ
者
貧
民
」、
つ
ま
り
乞
食
・
流
民
を
受
け
容
れ
て
い
る
。

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
小
規
模

な
幾
つ
か
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
│
イ
ソ
ワ
ー
ル
、
オ
ー
リ
ャ
ッ
ク
、
ク
レ
ル
モ
ン
、
テ
ィ
エ
ー
ル
な
ど
も
、
地
方
長
官
の
熱

心
な
勧
め
で
王
令
を
遵
守
し
、
数
は
多
く
は
な
い
が
、
浮
浪
す
る
乞
食
・
流
民
を
受
け
容
れ
て
い
る
。

中
部
の

町
ブ
ー
ル
ジ
ュ
や
南
部
の
マ
ル
セ
イ
ユ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
、
か
な
り
の
乞
食
・
流
民
を
受
け
容
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
も
、
こ
の
受
け
入
れ
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
当
時
の
専
門
家
も
、
現
代

の
歴
史
家
も
、
一
七
二
四
年
王
令
は
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
失
敗
し
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
根
本
的
な
も
の
か

ら
技
術
的
な
も
の
ま
で
実
に
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
即
し
て
云
え
ば
、
二
、
三
に
絞
れ
る
。

第
一
に
、
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
本
来
的
に
地
元
の
労
働
不
能
な
貧
民
│
老
齢
貧
民
、
病
気
や
身
体
障
碍
の
あ
る

人
々
、
捨
子
や
孤
児
、
乳
飲
み
子
な
ど
を
抱
え
た
母
親
（
多
く
は
単
身
の
、
夫
か
ら
捨
て
ら
れ
た
寡
婦
な
ど
）、
妊
婦
│
を
介
護
す

る
福
祉
施
設
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
突
然
に
「
身
体
壮
健
な
乞
食
や
流
民
」
の
受
け
入
れ
を
求
め
ら
れ
て
も
当
惑
し
た
に
違
い
な

い
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
な
か
に
は
、
財
務
総
監
や
地
方
長
官
か
ら
強
く
依
頼
さ
れ
て
も
、
こ
れ
に
対
応
し
な
い
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
沢
山
あ
っ
た
。
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
も
、
短
期
間
だ
け
と
決
め
て
い
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
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や
、
国
王
か
ら
の
潤
沢
な
補
助
金
狙
い
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
補
助
金
も
数
年
続
い
た
だ
け
で
打

ち
切
ら
れ
た
か
ら
、
そ
れ
を
潮
に
受
け
入
れ
を
正
式
に
中
止
し
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
多
か
っ
た
。

第
二
の
理
由
は
、
そ
れ
と
関
連
す
る
が
、
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、「
壮
健
な
乞
食
や
流
民
」
に
与
え
る
仕
事
を
用

意
し
て
い
な
か
っ
た
。
前
の
世
紀
か
ら
造
ら
れ
て
い
た
所
内
の
ア
ト
リ
エ
は
、
子
ど
も
や
女
性
入
所
者
向
け
の
繊
維
関
係
の
仕
事
│

綿
・
羊
毛
・
麻
な
ど
の
糸
紡
ぎ
、
機
織
り
な
ど
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
屈
強
な
男
た
ち
に
は
向
い
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
デ
ィ
ジ

ョ
ン
や
マ
コ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
は
、
彼
ら
に
安
価
な
毛
織
物
造
り
仕
事
を
与
え
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
。

二
四
年
の
王
令
で
は
、
城
塞
・
城
壁
の
補
修
や
道
路
整
備
な
ど
の
仕
事
を
彼
ら
に
与
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、
ど
こ
の
オ

ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
も
そ
の
仕
事
が
あ
る
訳
で
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
土
木
作
業
の
現
場
に
連
れ
て
行
き
、
労
働
を
指
揮
・
監

視
す
る
要
員
（
王
令
で
は
「
伍
長

」
と
記
し
て
い
る
）
な
ど
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
い
な
か
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
附
属
の
警
邏
た
ち
も
こ
れ
を
嫌
い
拒
否
し
た
と
い
う
。

要
す
る
に
、
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
こ
れ
ら
壮
健
な
乞
食
や
流
民
、
多
く
は
「
よ
そ
者
貧
民
」
を
養
い
、
労
働
を

強
制
す
る
「
監
獄
」
に
な
る
こ
と
を
忌
避
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
そ
の
任
務
を
果
た
さ
せ
よ

う
と
す
る
な
ら
、
王
権
の
側
が
労
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
王
権
中
枢
部
は
そ
う
し
た
発
想
も
な
く
、
強
制
力

を
も
っ
て
す
れ
ば
彼
ら
に
ど
ん
な
仕
事
で
も
や
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
安
易
に
考
え
た
の
で
あ
る
。

二
四
年
王
令
不
成
功
の
要
因
を
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
側
か
ら
も
幾
つ
か
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
宏
大
な
国

土
と
長
い
国
王
道
路
を
、
騎
馬
警
察
隊
五
六
七
班
、
三
千
人
程
度
で
、
隈
な
く
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
如
何
に
も
至
難
の
業
で
あ

り
、
人
員
不
足
は
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
リ
ヨ
ン
管
区
に
は
一
五
班
が
駐
屯
し
た
が
、
ギ
ュ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
と
て
も
手
勢
が
足
り
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な
く
て
乞
食
や
流
民
は
そ
の
捕
捉
の
網
か
ら
逃
げ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
、
実
際
に
は
彼
ら
が
よ
く
通
る
街
道
筋
を
重
点
的
に
見

回
り
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ロ
ア
ン
ヌ
か
ら
タ
ラ
ー
ル
と
ラ
ル
ブ
レ
ル
を
経
て
リ
ヨ
ン
に
至
る
道
筋
だ
っ
た
。

著
者
は
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
適
正
な
配
置
で
、
国
王
道
路
だ
け
で
な
く
そ
の
背
後
の
田
園
地
帯
ま
で
、「
線
と
面
」
の
治
安
が
確
保

さ
れ
る
と
い
う
が
、
ど
う
や
ら
そ
れ
は
机
上
の
空
論
で
あ
っ
た
。

第
二
の
理
由
は
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
は
必
ず
し
も
乞
食
や
流
民
の
取
り
締
ま
り
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
確
か
に
王

令
発
布
の
直
後
は
そ
れ
な
り
に
活
動
し
た
。
し
か
し
数
年
経
つ
と
そ
の
熱
意
も
冷
め
て
、
乞
食
や
流
民
の
監
視
や
取
り
締
ま
り
は
緩

ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
で
王
権
は
地
方
長
官
を
経
て
、
捕
ら
え
た
実
績
に
応
じ
て
「
ご
褒
美
」
を
与
え
て
い
る
。

ギ
ュ
ト
ン
は
、
ロ
ア
ン
ヌ
管
区
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
に
は
、
一
七
二
四
年
か
ら
四
四
年
ま
で
の
期
間
、
乞
食
に
関
す
る
記
録
は
四
七
件

の
書
類
し
か
な
く
、
う
ち
乞
食
・
流
民
の
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
の
は
、
僅
か
に
八
件
の
み
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

マ
レ
シ
ョ
ー
セ
は
街
道
を
行
き
来
す
る
貧
民
の
中
か
ら
、
泥
棒
、
脱
走
兵
、
密
輸
人
、
流
人
を
逮
捕
す
る
こ
と
に

専
念
し
た
と
い
う
が
、
実
際
に
は
そ
の
特
定
は
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
職
務
質
問
し
、
怪
し
い
者
に
は
身
体
検
査
を
し
、
所
持
品
を

調
べ
る
の
だ
が
、
盗
品
や
禁
輸
品
、
も
し
く
は
行
商
の
品
々
を
所
持
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
と
判
断
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
困
難

な
の
は
物
乞
い
貧
民
と
流
民
の
区
別
で
あ
っ
た
と
い
う
。
流
民
と
い
う
の
は
、
一
七
〇
一
年
の
王
令
で
、「
定
職
が
な
く
、
し
か
も

直
近
半
年
間
仕
事
に
就
い
て
お
ら
ず
、
住
所
不
定
の
者
、
信
頼
で
き
る
人
物
に
よ
る
身
分
保
証
の
な
い
者
」
と
定
め
て
い
た
が
、
捕

ら
え
た
流
民
が
、「
家
が
あ
る
、
住
所
も
不
定
で
は
な
い
」
と
主
張
す
れ
ば
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
は
そ
れ
以
上
こ
の
者
を
拘
束
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
こ
の
者
が
再
犯
者
か
ど
う
か
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
裁
判
台
帳
」
構
想
が
頓
挫

し
た
の
で
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
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加
え
て
、
流
民
や
犯
罪
容
疑
者
と
判
断
し
て
逮
捕
し
て
も
、
そ
れ
を
裁
く
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
も
し
く
は
上
座
裁
判
所
の
あ
る
都
市

ま
で
、
こ
の
者
を
連
行
す
る
の
は
、
手
間
と
時
間
と
危
険
が
伴
っ
た
。
例
え
ば
、
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
場
合
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁

判
所
が
あ
る
の
は
コ
ー
ド
ベ
ッ
ク
と
ル
ー
ア
ン
の
二
カ
所
、
リ
ヨ
ン
管
区
で
は
リ
ヨ
ン
の
み
だ
っ
た
か
ら
、
連
行
に
は
時
間
を
要
し

た
で
あ
ろ
う
。
時
に
は
途
中
で
旅
籠
に
一
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
間
脱
走
を
防
ぐ
た
め
に
、
何
名
も

の
憲
兵
隊
員
が
監
視
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
訳
で
、
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
が
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
に
及
び
腰
で
、「
寛
大

な
態
度
で
」
臨
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
私
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
研
究
か
ら
の
所
見
を
述
べ
た
が
、
著
者
に
は
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の

活
動
を
調
査
し
て
、
残
さ
れ
た
タ
ブ
ロ
ー
の
空
白
を
描
い
て
貰
い
た
い
。
そ
の
際
、
余
り
細
部
に
こ
だ
わ
る
手
法
を
採
ら
ず
に
、
全

局
的
な
目
配
り
で
叙
述
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
頂
き
た
い
。「
神
は
細
部
に
宿
る
」
の
は
真
実
だ
が
、「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
い

う
諺
も
あ
る
。

歴
史
家
の
な
か
に
は
一
次
史
料
至
上
主
義
者
と
も
云
う
べ
き
人
が
い
る
。
誰
も
見
て
い
な
い
史
料
を
見
つ
け
、
読
み
解
く
喜
び
は

歴
史
家
に
与
え
ら
れ
た
特
権
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
埋
没
す
る
の
は
危
険
で
も
あ
る
。
私
も
『
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
業
史
』
を
書
く

と
き
、
ナ
ン
シ
ー
の
古
文
書
館
に
通
い
、
警
察
文
書
を
丹
念
に
読
み
、
居
酒
屋
に
出
没
す
る
売
笑
婦
の
足
取
り
を
追
跡
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
彼
女
ら
が
梅
毒
な
ど
性
病
を
蔓
延
さ
せ
る
惧
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
読
み
込
み
は
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る

も
の
だ
っ
た
が
、
著
作
で
は
こ
の
成
果
を
上
手
く
活
か
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
フ
ラ
ン
ス
公
衆
衛
生
史
』
を
執
筆
す
る
際
に
は
、
パ

リ
古
文
書
館
で
「
家
屋
衛
生
台
帳
」
を
筆
写
し
、「
結
核
汚
染
地
区
」
に
あ
る
不
衛
生
な
家
々
の
実
態
を
丹
念
に
調
べ
た
。
ト
イ
レ

の
位
置
や
数
、
部
屋
の
広
さ
と
住
民
数
、
窓
の
数
、
結
核
死
亡
件
数
な
ど
で
あ
る
。
前
回
の
反
省
か
ら
著
作
で
は
、
衛
生
環
境
の
不
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備
と
結
核
死
亡
と
の
関
係
と
い
う
論
理
の
中
に
こ
れ
ら
の
事
実
や
デ
ー
タ
を
一
部
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
書
は
明
解
か
つ
達
意
の
文
章
で
読
み
や
す
い
が
、
繰
り
返
し
が
目
に
つ
い
た
。
二
十
数
年
の
研
究
論
文
を
編
ん
だ
の
で
止
む
を

得
な
い
が
、
章
の
初
め
と
最
後
に
同
趣
旨
の
文
章
が
置
か
れ
る
の
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
春
秋
に
富
む
著
者
に
は
、
オ
ー
ト
・

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
マ
レ
シ
ョ
ー
セ
の
活
動
を
ぜ
ひ
次
作
で
明
ら
か
に
し
て
貰
い
た
い
。

（
二
〇
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年
四
月
一
九
日
脱
稿
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